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第２・３学年 算数科学習指導案

日時 平成１６年９月３０日（木） 
場所 ２・３年教室

児童
２年生 男５名 女４名 計９名 
３年生 男３名 女４名 計７名 

指導者
三浦諭子（Ｔ１） 
佐藤 恵（Ｔ２） 

１ 単元名 かけ算（１） 

２ 単元について

（１） 教材について

学習指導要領に掲げられた算数科の目標は、「数量や

図形についての算数的活動を通して、基礎的・基本的

な知識や技能を身に付け、日常の事象について見通し

をもち筋道を立てて考える能力を育てるとともに、活

動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生

活に生かそうとする態度を育てる｡」となっている。こ

れを受けて第２学年の「数と計算」領域の目標は「具

体物を用いた活動などを通して数についての感覚を豊

かにする｡数の意味や表し方についての理解を深める

とともに、加法や減法についての理解を深め、用いる

ことができるようにする｡また、乗法の意味を理解し、

その計算の仕方を考え、用いることができるようにす

る｡」となっている。

１学年では、「１０を６個集めた数は６０である」と

いったように数の理解と関連づけて、ひとまとまりの

数とまとまりの数からものの総数を求めるなどの具体

的な活動を通して、乗法の素地的な経験をしてきてい

る。 
ここでは、これらの経験をもとにして具体的な量ａ

をもとにしてａのｎ個分がｍであることをとらえ、こ

れをａ×ｎ＝ｍと表現する活動へ導き、５の段の九九、

２の段の九九、３の段の九九、４の段の九九を導入し、

その記憶と適用をはかるようにする。その際には、乗

法の意味の理解に重点を置いて指導を進めるようにす

る。 

（２） 児童について

１学年のＣＲＴの達成率は９人中８人が８０％を超

えているが、１人だけ５９％となっていて個別指導が必

要になっている。複式形態に少しずつなれてきてはいる

が、自分で考えをまとめたり、計算を進めたりできない

児童がおり、T２が指導に入りながら学習を進めてい

る。アンケートの結果では、算数が好きと答えている児

童が５月より増え、意欲が少しずつ高まっている。

本単元のレディネステスト（８月下旬実施）では５を

単位として、いくつ分あるかを求める問題では７人が正

解し、また１０とび、５とび、２とびの系列を求める問

１ 単元名 かけ算のひっ算（１） 

２ 単元について

（１） 教材について

学習指導要領に掲げられた算数科の目標は、「数量

や図形についての算数的活動を通して、基礎的・基本

的な知識や技能を身に付け、日常の事象について見通

しをもち筋道を立てて考える能力を育てるとともに、

活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで

生活に生かそうとする態度を育てる。」となっている。

これを受けて第３学年の「数と計算」領域の目標は「加

法及び減法を適切に用いることができるようにする

とともに、乗法についての理解を深め、適切に用いる

ことができるようにする。また、除法の意味について

理解し、その計算の仕方を考え、用いることができる

ようにする｡」となっている。

乗法九九については２学年で学習しているが、本学

年ではその後を受けて、第１単元で、乗法九九につい

て理解をまとめたり、乗法の交換法則や、乗数が１ず

つ増減するときの乗数と積の変化の関係について学

習したりしてきている。

この単元では、被乗数が何十、何百の乗法を１位数

どうしの乗法に帰着させる計算のしかたを理解し、そ

の計算ができるようにする。またこれらのことをもと

にして、２位数、３位数に１位数をかける計算を導入

し、乗法の筆算形式とともに、その計算の原理や手順

について理解を図ることを主体としている。

（２） 児童について

２学年のＣＲＴの達成率は７人中４人が１００％で

２人も８８％、９４％と大変高い数値になっている。し

かし１人だけ５５％となっており、学年の中で１人差が

ある状態となるため個別指導が必要となっている。アン

ケート結果では、算数を好きだと感じている児童が多い

が、問題数が多くなっていることや問題の複雑さに苦手

意識が出てきている児童もある。

本単元のレディネステスト（８月下旬実施）では、１

位数×０、０×１位数、１位数×１０,１０×１位数の

計算、交換法則については全員できていた。また乗数と
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題でも７人が正解で、どちらも全員が理解できていない

ところを補充指導した｡

事前テスト（８月下旬実施）では、かけ算の意味が分

かり立式して答えを求めることができた児童が２人い

て、かけ算九九も全て正解だった。またかけ算の意味は

分かっていないが九九が全問できていた児童が２名、全

問不正解の児童は、３名だけで、かけ算九九に学習前か

ら興味をもっていたり、覚えたりしている児童がいるこ

とが分かる。

（３） 指導について

第１小単元では、遊園地の絵をもとに、それぞれの乗

り物に乗っている子供の人数を調べる活動を通して、ま

ずは１つ分の大きさが異なる場合と、すべて同じ場合が

あることに着目させる。次に全体の数量の関係にふれ

る。このように場面に即して数量の関係を表現する活動

を通して、同じ大きさの数量を「１つ分の大きさ」とし、

それが「いくつ分」であるかで、「全体の数量」を表す

ことを理解できるようにする。

第２小単元では、第１小単元で学習した乗法の意味や

積の求め方の理解についての反復的な指導を行いその

理解をいっそう深めながら、５の段の九九を構成するこ

とに重点を置く。その際、乗法の意味や九九の有用性の

理解を中心とする。

第３小単元では、３の段と４の段の九九の構成から先

は、段階を追って、児童自らが乗法九九を工夫して構成

していくことができるような学習過程をくむようにす

る。既習事項を生かし、～のいくつ分ととらえたら累加

の考え方で答えを出し、その後乗数が１増えると、積は

被乗数の数だけ増えることを具体的な操作と結びつけ

て理解させるようにしたい。

３ 教材の関連と発展

積の変化の規則性については、６人が正解であったが１

名はまったく理解できていなかったので個別指導した｡

また乗法の意味について補充指導した｡

事前テスト（８月下旬実施）では、何十×１位数の

計算ができた児童が４名、何百×１位数の計算ができ

た児童が２名いた。また全ての筆算ができた児童が１

名、３位数×１位数の繰り上がりのある計算だけ間違

っていた児童が１名いた。

（３） 指導について

第１小単元では、何十、何百×１位数の計算につい

ての理解を図る。その際、何十、何百×１位数の計算

も、既習の乗法九九を使えば簡単に答えが求められるこ

とに気づかせ、瞬時にできるようにしていく。

第２小単元では、２位数×１位数の計算のしかたを

考え、そこから筆算形式の指導に結びつけたい。計算の

しかたを考える指導では、まず児童自身の力で方法を導

き出せるようにする。そのためには、既習であればどん

な方法でもよいという中で自力解決させたい。それぞれ

の考え方をお互いに理解し認め合う場を持った後に、分

配法則を使う方法の良さに気づかせるという学習過程

をとっていく。その後、被乗数を十の位と一の位に分け

て計算する方法をもとに筆算形式を指導していきたい。

第３小単元では、３位数×１位数については、２位

数×１位数の発展として、既習の筆算のしかたから類

推的に導くようにする。桁数が１つ増えただけで、原

理・手順は２位数×１位数と全く同じであることを理

解させたい。

３ 教材の関連と発展
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４ 単元の目標

○ 乗法の意味について理解し、それを用いることができ

る｡ 

［関心・意欲・態度］

・ 乗法に関心をち、ものの個数をとらえるときに進

んで乗法を用いようとする。

［数学的な考え方］ 
・ 乗法九九が用いられる場合について、「１つ分の

大きさ」「いくつ分」をとらえて全体の個数の求

め方について考える｡

「表現・処理」

・ 乗法が用いられる場合を具体物や式で表すこと

ができる｡

・ 乗法九九（５、２、３、４の段）を構成し、確実

に唱えることができる｡

「知識・理解」

・ 乗法が用いられる場合を理解する｡

・ 乗法九九（５、２、３、４の段）の構成のしかた

を理解する｡

４ 単元の目標

○ 筆算形式による２、３位数に１位数をかける乗法計算

のしかたについて理解し、それを用いる能力をのば

す｡ 
［関心・意欲・態度］

・ 筆算形式による２、３位数×１位数の計算のし

かたを、既習の乗法計算のしかたをもとに考えよ

うとする｡

「数学的な考え方」 
・ 筆算形式による２、３位数×１位数の計算のし

かたを、数の構成や十進位取り記数法をもとに考

える｡

「表現・処理」

・ ２、３位数×１位数の計算を筆算で正確にでき

る｡ 
・ 乗法の結合法則を計算に用いることができる。

「知識・理解」

・ ２、３位数×１位数の筆算のしかたを理解する｡

・ 乗法の結合法則を理解する｡
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５ 指導計画（２２時間） ５ 指導計画（２２時間）

①かけ算（５時間） ①何十、何百のかけ算（２時間）

時

間

目 標 おもな評価規準 評価の場面や

方法

（◎）Ａ評価

（○）B 評価

（★）努力が必

要な児童への手

だて(◇)進んで

いる児童への手

だて

時

間

目 標 おもな評価規準 評価の場面や

方法

（◎）Ａ評価

（○）B 評価

（★）努力が必

要な児童への手だ

て(◇)進んでい

る児童への手だて

１

２

・「１つ分の

大きさ」「い

くつ分」を

とらえられ

るようにな

る。 

・数量の関係

を「単位とす

る大きさ」の

「いくつ分」

ととらえる

ことができ

る。（表） 

◎絵や図の中

から自分で「１

つ分の大きさ」

を柔軟に求め

ることができ、

それをもとに

「いくつ分」か

を判断して全

体の個数の求

め方について

考えることが

できる。

○具体物や半

具体物を操作

しながら全体

の個数の求め

方について考

えることがで

きる。

★半具体物

操作の後に

図をかきな

がら「１つ

分」「いくつ

分」をとらえ

られるよう

に一緒に作

業を行う。 
◇「何のいく

つ分」といえ

るようノー

トに書かせ

る。 

１

２

・何十、何

百に１位数

をかける乗

法計算のし

かたを理解

し、その計

算 が で き

る。

・何十、何百

×１位数の

計算を、１位

数×１位数

の計算をも

とにして考

え て い る 。

（考）

◎何十、何百×

１位数の計算

を、１位数×１

位数の計算をも

とにして自力で

考えている。

○何十、何百×

１位数の計算を

１位数×１位数

の計算をもとに

して考えてい

る。 

★図をもとに

１位数×１位

数の計算に帰

着して考えさ

せる。

◇複数の考え

方でどれが一

番分かりやす

いか考えさせ

る。 

②２けたの数に１けたの数をかける計算（６時間）３

４

・乗法の意

味を理解す

る。 

・乗法の場面

を式に表し

たり、式を読

んだりする

ことができ

る。（表） 
・数量の関係

を「単位とす

る大きさ」の

「いくつ分」

ととらえ、そ

れを簡潔に

表したもの

が乗法の式

であること

を理解して

いる。（知）

◎ことば、図、

式などを用い

て多様に表現

する。

○「×」の記号

を使って式に

表すことがで

きる。

◎数量の関係

を「単位とする

大きさ」の「い

くつ分」ととら

え、すぐに立式

できる。

○乗法の関係

を式に表すこ

とを理解して

いる。

★ことばの

式の数字に

線を引かせ

るなど、式の

書き方を個

別指導する。

◇式から問

題や図など

を考えさせ

る。 

１

２

・２位数×

１位数（部

分 積 が み

な１けた）

の 筆 算 形

式 の し か

た を 理 解

し、その計

算 が で き

る。 

・２位数×１

位数の筆算

のしかたを

既習の乗法

九九などを

もとに考え

ようとして

いる。（考）

◎２位数×１位

数の筆算のしか

たを既習の乗法

九九に帰着して

自力で考えてい

る。 
○２位数×１位

数の筆算のしか

たを既習の乗法

九九に帰着して

考えている。

★累加の方法

でまず答えを

確かめさせ、

ほかの考え方

や図と対比し

ながら筆算に

結びつける。

◇筆算の仕方

をことばでま

とめさせ、唱

えさせる。
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５ ・乗法の答

えは被乗数

を乗数の数

だけ累加し

て求められ

ることを理

解する。

・乗法の答え

を被乗数を

乗数の数だ

け累加する

方法で求め

ることがで

きる。（表）

◎乗法の答え

を被乗数を乗

数の数だけ累

加する方法を

自分で考えす

ばやく計算す

る。 
○図や半具体

物を使って累

加の方法に気

づき、計算する

ことができる。

★図や半具

体物を数え

ながら、早く

計算できる

方法を考え

させる。

◇類似問題

を解かせ、累

加のほかに

方法がない

かを考えさ

せる。

３ ・２位数×

１位数（一

の 位 の 数

と の 部 分

積 が ２ け

た）の筆算

の し か た

を理解し、

そ の 計 算

ができる。

・２位数×１

位数（一の位

の数との部

分積が２け

た）の筆算が

できる。（表）

◎２位数×１位

数（一の位の数と

の部分積が２け

た）の筆算が正確

に速くできる。

○２位数×１位

数（一の位の数と

の部分積が２け

た）の筆算ができ

る。 

★部分積の省

略のない筆算

に 立 ち 戻 ら

せ、その合わ

せた形が筆算

になっている

ことに気づか

せる。

◇筆算のしか

たをことばで

ま と め さ せ

る。 
②５のだん、２のだんの九九（６時間）

１ ・５の段の

九九を構成

する。

・５の段の九

九の構成の

しかたを理

解している。

（知） 

◎５の段の九

九の構成のし

かたを確実に

理解している。

○５の段の九

九の構成のし

かたを理解し

ている。

★図を使い

ながら累加

の方法に気

づかせる。

◇複数の方

法の中で、ど

の方法がい

いか考える。

４ ・２位数×

１位数（十

の 位 の 数

と の 部 分

積 が ２ け

た、及び部

分 積 が み

な２けた）

の 筆 算 の

し か た を

理解し、そ

の 計 算 が

できる。

・２位数×１

位数（十の位

の数との部

分積が２け

た、及び部分

積がみな２

けた）の筆算

が で き る 。

（表） 

◎２位数×１位

数（十の位の数と

の部分積が２け

た、及び部分積が

みな２けた）の筆

算が速く正確に

できる。

○２位数×１位

数の筆算ができ

る。 

★位の意識を

もたせたり、

繰り上がった

数を必ず書く

ようにしたり

して考えさせ

る。 
◇多くの類題

をとかせる。

２

３

・５の段の

九九を記憶

し、適用す

る。 

・５の段の九

九を唱える

ことができ、

それを用い

て身の回り

の問題を解

決すること

が で き る ｡

（表） 

◎５の段の九

九をアトラン

ダムに出題し

ても早く正確

に答えること

ができ、それを

用いて身の回

りの問題を解

決することが

できる。

○５の段の九

九を順序良く

正確に唱える

ことができ、そ

れを用いて身

の回りの問題

を解決するこ

とができる。

★５の段の

構成の表な

どを使い繰

り返し唱え

させる。問題

を解決する

時には、図を

使いながら

「１つ分」な

どをとらえ

させるよう

にする。

◇様々な文

章題に挑戦

させ、乗法の

意味も確実

にする。

５

６

・２位数×

１位数（部

分 積 を 加

え た と き

に 百 の 位

に 繰 り 上

がりあり）

の 筆 算 の

し か た を

理解し、そ

の 計 算 が

できる。

・２位数×

１ 位 数 の

筆 算 の 理

解 を 確 実

にする。

・２位数×１

位数（部分積

を加えたと

きに百の位

に繰り上が

りあり）の筆

算ができる。

（表） 

◎２位数×１位

数（部分積を加え

たときに百の位

に繰り上がりあ

り）の筆算が正確

に速くできる。

○２位数×１位

数（部分積を加え

たときに百の位

に繰り上がりあ

り）の筆算ができ

る。 

★十の位の繰

り上がりの部

分を補助計算

させたり、繰

り上がった数

を必ず書くよ

うにしたりし

て 考 え さ せ

る。 
◇多くの類題

をとかせる。

③３けたの数に１けたの数をかける計算（４時間）

４

本

時

・２の段の

九九を構成

する。

・５の段の九

九と同じ考

えを用いて

２の段の構

成を考えて

いる。（考）

◎多様な方法

で２の段の構

成のしかたを

考えることが

できるととも

に、筋道立てた

説明を考える

ことができる。

★５の段で

の学習の様

子が分かる

カードなど

を用意して、

既習の考え

を思い出せ

るよう個別

１

本

時

・３位数×

１位数（部

分 積 が み

な１けた）

の 筆 算 の

し か た を

理解し、そ

の計算が

・３位数×１

位数の筆算

の仕方を２

位数×１位

数の筆算を

もとに考え

ている。（考）

◎３位数×１位

数の筆算の仕方

を２位数×１位

数の筆算をもと

に自力で考えて

いる。

○３位数×１

位数の筆算の

★２位数×１

位数の筆算で

の考え方を思

い出せるよう

なカードを用

意したり、位

に分けて考え

られるよう位



12

○問題提示に

対して、既習の

考え方を活用

して、２の段の

構成のしかた

を考えること

ができる。

指導する。

◇複数の方

法の中でど

の方法がよ

いかを考え

させる。

できる。 仕方を２位数

×１位数の筆

算をもとに考

えている。

の表を用意し

たりする。◇

筋道立てて説

明できるよう

にする。

２ ・３位数×

１ 位 数

（一、十の

位 の 数 と

の 部 分 積

が２けた）

の 筆 算 の

し か た を

理解し、そ

の 計 算 が

できる。

・３位数×１

位数（一、十

の位の数と

の部分積が

２けた）の筆

算ができる。

（表） 

◎３位数×１位

数（一、十の位の

数との部分積が

２けた）の筆算が

正確に速くでき

る。 
○３位数×１位

数（一、十の位の

数との部分積が

２けた）の筆算が

できる。

★部分積の省

略のない筆算

にしたり、繰

り上がった数

を必ず書くよ

うにしたりし

て 考 え さ せ

る。 
◇筆算のしか

たを説明でき

る よ う に す

る。 

５

６

・２の段の

九九を記憶

し、適用す

る。

・２の段の九

九を唱える

ことができ、

それを用い

て身の回り

の問題を解

決すること

が で き る 。

（表） 

◎２の段の九

九をアトラン

ダムに出題し

ても早く正確

に答えること

ができ、それを

用いて身の回

りの問題を解

決することが

できる。

○２の段の九

九を順序良く

正確に唱える

ことができ、そ

れを用いて身

の回りの問題

を解決するこ

とができる。

★２の段の

構成の表な

どを使い繰

り返し唱え

させる。問題

を解決する

時には、図を

使いながら

「１つ分」な

どをとらえ

させるよう

にする。

◇様々な文

章題に挑戦

させ、乗法の

意味も確実

にする。

３ ・３位数×

１位数（部

分 積 が み

な ２ け た

及 び 部 分

積 を 加 え

た と き に

繰 り 上 が

りあり）の

筆 算 の し

か た を 理

解し、その

計 算 が で

きる。

・３位数×

１ 位 数 の

筆 算 の 理

解 を 確 実

にする。

・３位数×１

位数（部分積

がみな２け

た及び部分

積を加えた

ときに繰り

上がりあり）

の筆算がで

きる。（表）

◎３位数×１位

数（部分積がみな

２けた及び部分

積を加えたとき

に繰り上がりあ

り）の筆算が性格

に速くできる。

○３位数×１位

数(部分積がみな

２けた及び部分

積を加えたとき

に繰り上がりあ

り）の筆算ができ

る。 

★部分積の省

略のない筆算

にした、繰り

上がった数を

必ず書くよう

にしたりして

考えさせる。

◇筆算のしか

たを説明でき

る よ う に す

る。 

③３のだん、４のだんの九九（７時間）

１ ・３の段の

九九を構成

する。

・乗法につい

て成り立つ

性質を用い

て、九九の構

成のしかた

について考

え て い る 。

（考） 

◎累加や乗数

と積との関係

など、乗法につ

いての性質を

用いて３の段

の構成のしか

たを考えるこ

とができると

ともに、筋道立

★既習事項

を使って、前

の答えに何

をたせば答

えが出たか

を思い出さ

せるように

個別指導す

る。 

４ ・乗法の結

合 法 則 に

つ い て 理

解 す る と

と も に ３

つ の 数 の

乗 法 が １

つ の 式 に

表 せ る こ

と を 理 解

する。

・乗法２段階

の式を１つ

の式に表す

ことができ

る。（表） 

◎乗法２段階の

式を１つの式に

正確に速く表す

ことができる。

○乗法２段階の

式を１つの式に

表すことができ

る。 

★文章題から

３つ数字を読

み取るよう個

別 指 導 を す

る。 
◇筋道を立て

て 説 明 さ せ

る。 
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てた説明を考

えることがで

きる。

○累加や乗数

と積との関係

など、乗法につ

いての性質を

用いて３の段

の構成のし方

について考え

ることができ

る。 

◇なぜその

ような答え

になったか

を筋道立て

て説明させ

る。 

まとめ（２時間）

２

３

・３の段の

九九を記憶

し、適用す

る。 

・３の段の九

九を唱える

ことができ、

それを用い

て身の回り

の問題を解

決すること

が で き る ｡

（表） 

◎３の段の九

九をアトラン

ダムに出題し

ても早く正確

に答えること

ができ、それを

用いて身の回

りの問題を解

決することが

できる。

○３の段の九

九を順序良く

正確に唱える

ことができ、そ

れを用いて身

の回りの問題

を解決するこ

とができる。

★３の段の

構成の表な

どを使い繰

り返し唱え

させる。問題

を解決する

時には、図を

使いながら

「１つ分」な

どをとらえ

させるよう

にする。

◇様々な文

章題に挑戦

させ、乗法の

意味も確実

にする。

１

２

・学習内容

に 習 熟 す

る

・学習内容

の 理 解 を

確認する。

・学習内容

の 理 解 を

深め、算数

へ の 興 味

を広げる。

・２、３位数

×１位数の

計算ができ

る｡（関） 
・既習事項を

活用し、活動

に取り組も

うとしてい

る｡（表） 

◎既習事項を活

用し、活動に進ん

で取り組もうと

している｡

○既習事項を活

用し、活動に取り

組もうとしてい

る｡ 

★筆算の手順

を一緒に言い

ながら進め、

徐々に一人で

解決できるよ

う に し て い

く｡ 
◇答えの見当

を つ け な が

ら、チャレン

ジ問題に挑戦

させるように

する。

①数の表し方（５時間）４ ・４の段の

九九を構成

する。

・乗法につい

て成り立つ

性質を用い

て、九九の構

成のしかた

について考

え て い る 。

（考） 

◎累加や乗数

と積との関係

など、乗法につ

いての性質を

用いて４の段

の構成のしか

たを考えるこ

とができると

ともに、筋道立

てた説明を考

えることがで

きる。

○累加や乗数

と積との関係

など、乗法につ

いての性質を

用いて４の段

の構成のし方

について考え

ることができ

る。 

★既習事項

を使って、前

の答えに何

をたせば答

えが出たか

を思い出さ

せるように

個別指導す

る。 
◇なぜその

ような答え

になったか

を筋道立て

て説明させ

る。 

１ ・一万まで

の 数 の 読

み方、書き

方、構成を

理解する｡

・束ごとに数

えるよさに

気づき、数え

ようとして

いる。（関）

・十万未満の

数の読み方

や書き方、数

の構成を理

解している｡

（知） 

◎束ごとに数え

るよさに気づき、

その仕組みを用

いて進んで数を

数えようとして

いる｡

○束ごとに数え

るよさに気づき、

数えようとして

いる｡

◎十万未満の数

の読み方や書き

方、数の構成を正

確に理解してい

る｡ 
○十万未満の数

の読み方や書き

方、数の構成を理

解している｡

★既習の千ま

での数のしく

みから、ある

数が１０個集

まると新しい

位が必要にな

ったことを思

い出させる｡

１０００が

１０個で一万

と読むことを

思 い 出 さ せ

る｡ 
◇位の表など

を使い、束ご

とにまとめた

図を書かせ、

説明させるよ

うにする｡
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５

６

・４の段の

九九を記憶

し、適用す

る。 

・４の段の九

九を唱える

ことができ、

それを用い

て身の回り

の問題を解

決すること

が で き る 。

（表） 

◎４の段の九

九をアトラン

ダムに出題し

ても早く正確

に答えること

ができ、それを

用いて身の回

りの問題を解

決することが

できる。

○４の段の九

九を順序良く

正確に唱える

ことができ、そ

れを用いて身

の回りの問題

を解決するこ

とができる。

★４の段の

構成の表な

どを使い繰

り返し唱え

させる。問題

を解決する

時には、図を

使いながら

「１つ分」な

どをとらえ

させるよう

にする。

◇様々な文

章題に挑戦

させ、乗法の

意味も確実

にする。

２

３

・十万、百

万、千万の

数 の し く

み と 千 万

の 位 ま で

の読み方、

書き方、構

成 を 理 解

する。

・既習の

１００００

までの数の

しくみから

類推して、一

万～千万の

数のしくみ

も１０個分

の関係にな

っているこ

とをとらえ

ている｡（考）

・千万の位ま

での数を読

んだり書い

たりできる｡

（表） 

◎既習の

１００００まで

の数のしくみか

ら類推して、一万

～千万の数のし

くみも１０個分

の関係になって

いることを十分

にとらえている｡

○既習の

１００００まで

の数のしくみか

ら類推して、一万

～千万の数のし

くみも１０個分

の関係になって

いることをとら

えている。

◎千万の位まで

の数を正確に速

く読んだり書い

たりできる｡

○千万の位まで

の数を読んだり

書いたりできる｡

★常に位取り

の表を身近に

置き、その下

に数字を書き

込ませたりし

ながら個別指

導する｡

◇自分で位取

り表を書かせ

たり、多くの

問題を解かせ

たりする｡

まとめ（２時間）

４ ・一億未満

の 数 に つ

いて、理解

を深める｡

・一億未満の

数をさがそ

うとしてい

る｡（関） 

◎十進位取りの

記数法の有用さ

に気づき、一億未

満の数を進んで

さがそうとして

いる｡

○一億未満の数

を進んでさがそ

うとしている｡

★図書館の本

やホウセンカ

の種など身近

な材料をもと

にした活動を

組み、興味を

もたせるよう

にする｡

◇その数字が

どんな意味を

もっているの

かといった内

容まで興味が

もてるよう働

きかける｡

１

２

・学習内容

の理解を確

認する。

・学習内容

の理解を深

め、算数へ

の興味を広

げる。

・被乗数が

５，２，３，

４の乗法の

計算ができ

る。（表） 

◎被乗数が５、

２、３、４の乗

法の計算が速

く正確にでき

る｡ 
○被乗数が５、

２、３、４の乗

法の計算がで

きる｡

★かけ算九

九表を使い

ながら確実

に練習させ

るようにす

る｡ 
◇九九の表

から分かる

事を見つけ

たり、さらに

様々な問題

に取り組ま

せたりする｡

５ ・数の相対

的 な 大 き

さ に つ い

て 理 解 す

る｡ 
・ 数 の 系

列、順序、

大 小 に つ

い て の 理

解 を 深 め

る｡ 

・数を相対的

な大きさで

とらえてい

る｡（考） 
・数直線上に

表された整

数を読んだ

り、数直線上

に整数を表

したりでき

る｡（表） 

◎数を相対的な

大きさで正確に

とらえている｡

○数を相対的な

大きさでとらえ

ている｡

◎正確に数直線

上の整数を読む

ことができる。

○数直線上の整

数を読むことが

できる。

★模擬貨幣な

どを用いて単

位を変える必

要 感 を 持 た

せ、１目盛り

がいくらを表

している確認

させながら個

別 指 導 を す

る｡ 
◇問題作りを

させる｡
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九九ビンゴ（３時間） ②１０倍した数と１０でわった数（２時間）

１ ・整数を１

０ 倍 し た

数 の 表 し

方 を 理 解

する｡

・１０倍した

数はもとの

数に０を１

個つけた数

になること

を理解して

いる｡（知）

◎１０倍した数

はもとの数に０

を１個つけた数

になること正確

に理解している｡

○１０倍した数

はもとの数に０

を１個つけた数

になることを理

解している｡

★模擬貨幣を

使いながら具

体的に数を数

えさせ理解さ

せる。

◇１０倍した

数のしくみを

図などに表し

ながら説明さ

せる｡

２ ・整数を１

０ ０ 倍 し

た数、１０

で わ っ た

数 の 表 し

方 を 理 解

する｡

・１００倍し

た数はもと

の数に０を

２個つけた

数になるこ

と、１０でわ

った数はも

との数の一

の位の０を

とった数に

なることを

理解してい

る｡（知） 

◎１００倍した

数はもとの数に

０を２個つけた

数になること、１

０でわった数は

もとの数の一の

位の０をとった

数になることを

正確に理解して

いる｡

○１００倍した

数はもとの数に

０を２個つけた

数になること、１

０でわった数は

もとの数の一の

位の０をとった

数になることを

理解している｡

★模擬貨幣を

使いながら具

体的に数を数

えさせ理解さ

せる。

◇１００倍し

た数や１０で

わった数のし

くみを図など

に表しながら

説明させる｡

・ゲームを

通して、か

け算九九に

主体的に取

り組めるよ

うにすると

ともに、そ

の習熟を図

る｡ 

・５、２、３、

４の段の九

九を使いゲ

ームに取り

組もうとし

ている｡（関）

◎意欲的にゲ

ームに取り組

み、かけ算九九

をより速く正

確なものにし

ようと努力し

ている。

○ゲームに取

り組もうとし

ている｡

★かけ算九

九表を使い

ながら確実

に練習させ

るようにす

る｡ 
◇リズムに

乗った九九

の唱え方の

練習に取り

組ませ、順に

唱えるだけ

でなく、逆に

唱えること

ができるよ

うにさせる｡

まとめ

１

２

３

１ ・学習内容

の 理 解 を

図る｡ 

・一万、十万

の位を読ん

だり、数直線

上に表され

た整数を読

んだりする

ことができ

る。（表） 

◎一万、十万の位

を読んだり、数直

線上に表された整

数を正確に読んだ

りすることができ

る。 
○一万、十万の位

を読んだり、数直

線上に表された整

数を読んだりする

ことができる。

★位取り表

を使いなが

ら解決させ

る｡ 
◇様々な問

題に取り組

ませる｡



16

６ 本時の学習

（１） 本時の評価規準

・ ５の段の九九と同じ考えを用いて、２の段の九九の

構成を考えている。（数学的な考え方）

（２） 本時の構成

本時は、５の段の九九の構成の仕方を生かして、２の段

の九九の構成を考えていく。「つかむ」段階では共通導入

とし、問題から「１つ分」×「いくつ分」をとらえ、かけ

算の問題であることを理解させる｡両学年がかけ算の同じ

題材に取り組むことで３年生の問題にも興味をもたせた

い｡また見通しをもつところでは５の段のときと同じ方法

でできないかを考えさせたい。「しらべる」段階では、個

人カードにより考えが思いつかないと思われる児童には、

５の段の九九で使った累加のカードを用意し、２の段の九

九でも同じように考えていいことに気づかせ、累加の方法

で確実に答えを出させ、自力解決に向かわせたい｡

（３） 展開

６ 本時の学習

（１） 本時の評価規準

・ ３位数×１位数（部分積がみな１けた）の筆算の

仕方を２位数×１位数の筆算をもとに考えてい

る。（数学的な考え方）

（２） 本時の構成

本時は、３位数×１位数の式が登場する初めての場面

である。共通導入とし、問題から「１つ分」×「いくつ分」

をとらえ、かけ算の問題であることを理解させる｡また両

学年がかけ算の同じ題材に取り組むことで２年生の問題

にも興味をもたせたい。見通しをもつところでは、２位数

×１位数での解決方法を思い出させ、同じように解決でき

ないか考えさせたい。「しらべる」段階では、２位数×１

位数の筆算をもとに３位数×１位数の筆算を考えさせた

い｡形式的には筆算はできると思われるが、個人カードに

より筆算の手順を説明できないと思われる児童には、被乗

数を分けたことを思い出すよう助言しながら自力解決に

向かわせたい｡

（３） 展開

指導上の留意点・

評価

学 習 活 動 展

開

形

態

形

態

展

開

学 習 活 動 指導上の留意点・

評価

・分かっていること

や聞いているこ

とを発表させる｡

・１つ分の大きさは

何か、それがいく

つあるかを発表

させ、ことばの式

で確かめる。

・１つ分が２人であ

ることから２の

段の九九の構成

を考えればいい

ことに気づかせ

る｡

・かけ算の式のほか

に求める式（累加

の式など）を書か

せるようにする｡

・机を移動したら、

５の段の九九で

どのように考え

たのかを確認し

てから自力解決

に入る。（Ｔ２）

１ 問題を読み、題意をとら

える｡

２ 立式する｡

３ 課題を立てる｡

２のだんの九九の答

えのもとめかたを考え

よう｡

４ 解決の方法の見通しを

もつ｡

・５の段の九九と同じ考えで

２×５まで計算する｡

１台に２人ずつのっ

ているゴーカートが５

台あります｡

ゴーカートにのって

いる人は、みんなで何人

ですか｡

つ

か

む

７

つ

か

む

１ 問題を読み、題意をと

らえる｡

１回のねだんが

４１３円のゴーカー

トに２回のりました｡

だい金はいくらで

すか。

２ 立式する｡

３ 課題を立てる｡

４１３×２の計算

のしかたを考えよう｡

４ 答えや解決の方法の

見通しをもつ｡

①答えの見積もりをする｡

・４００×２＝８００だか

ら ８００より多い｡

・分かっていること

や聞いているこ

とを発表させる｡

・１つ分の大きさは

何か、それがいく

つあるかを発表

させ、ことばの式

で確かめる。

・ことばの式で確か

めながら３位数

でもかけ算が使

えることを押さ

える。

・今までの計算との

違いに気づかせ、

課題をつかませ

る｡
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10

②既習事項をもとに解決

の方法を考える｡

・筆算でやってみる｡

・４１３を４００と１３に

分ける｡

・４１３を４００と１０と

３に分ける｡

・解決方法を思い出

せるように学習

コーナーに掲示

しておく｡

考 ５の段の九九と

同じ考えを用いて２

の段の九九の構成を

考えている。

手だて ５の段の九

九で行った累加のカー

ドを用意し、同じように

解けばいいことを助言

する。

・全員ができたとこ

ろで問題の答え

の確認し、その後

は直接指導の中

で解決していく｡

・乗数が大きくなっ

ていくので、累加

以外の計算がで

きないか考えさ

せる。

５ 自力解決する。

①２×５の答えを出す。

・２＋２＋２＋２＋２＝１０

と計算した。

・２，４，６，８，１０と２

とびに考えた。

②問題の式と答えを確認す

る。

③ゴーカートがさらに増え

ていくときの人数を求める。

し

ら

べ

る

10

６ 計算のしかたをまとめ

る。

・９台分の人数の求め方を発

表する。

た

し

か

め

る

５

し

ら

べ

る

15

５ 自力解決する。

・筆算で

・４１３を４００と１３に

分けて

４００×２＝８００

１３×２＝２６

８００＋２６＝８２６

・４１３を４００と１０と

３に分けて

４００×２＝８００

１０×２＝２０

３×２＝６

４００＋２０＋６

＝４２６

・筆算についてはな

ぜそのような手

順でできるのか

説明できるよう

にさせる。

・手のつかない児童

には２位数の計

算の時、各位で被

乗数を分けたこ

とを思い出すよ

う助言する。

考 ３位数×１位数

の筆算の仕方を２位数

×１位数の筆算をもと

に考えている。

手だて 位ごとに分け

やすくするため位の表

を用意し被乗数を分け

るように助言する。

・自分の考えができ

たら、発表の準備

をさせる。（ホワ

イトボード）・２の段の九九の構

成を考えながら

文章問題をとか

せるようにする｡

・速く終わった児童

には３年生の筆

算の問題をチャ

レンジ問題とし

てとかせる｡

７ ２の段の九九の構成の

しかたをまとめる。

２のだんの九九の答

えはひとつまえの答え

に２ずつたしていく。

８ 練習問題をする。

ま

と

め

る

た

し

か

め

る

10

６ 計算のしかたをまと

める。

①自分の考えを発表させ

る。

②それぞれの方法につい

て話し合う。

・友達の考えを聞い

て気づいたこと

を発表させる。

・位ごとに分けて計

算すれば２位数

×１位数と同じ

ように九九で答

えが求められる

ことを示してい

く。
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・乗法九九がこれか

らの計算の基礎に

なっていることを

押さえる。

９ 振り返りカードを書き

感想を交流する。

23

ま

と

め

る

10

７ 筆算のしかたをまと

める。

４１３

× ２

８２６

８ 練習問題をする。

９ 振り返りカードを書

き、感想を交流する。

・３位数の計算でも

２位数×１位数や

乗法九九が基本と

なっていることを

押さえる。

７ 板書計画

３年（正面）

１回のねだん×のった回数＝だい金

式 ４１３×２

見通し

・４１３を３４０とすると

４００×２＝８００

８００より多い

・４１３を４００と１３に分ける

・４１３を４００と１０と３に分ける

・筆算でやってみる

まとめ

ひっ算のしかた

４１３

× ２

８２６

1 回のねだんが４１３円のゴーカ

ートに２回のりました。

だい金はいくらですか。

４１３×２の計算のしか

たを考えよう。

児童の考え

２年（側面）

しき ２×５＝１０

答え １０人

見とおし

・２ずつたしていく

・２，４，６，８，と考える。

まとめ

２のだんの九九の答えはひと

つまえの答えに２ずつたして

いく。

１台に２人ずつのっているゴー

カートが５台あります。

ゴーカートにのっている人はみ

んなで何人ですか。

２のだんの九九の答え

のもとめかたを考えよう｡

２×１＝２

２×２＝４ ２＋２

２×３＝６ ２＋２＋２

２×４＝８ ２＋２＋２＋２

２×５＝１０ ２＋２＋２＋２＋２

２×６＝１２ １０＋２

２×７＝１４ １２＋２

２×８＝１６ １４＋２

２×９＝１８ １６＋２

２けたのかけ算と

同じようにできそう

５のだんの九九と

同じようにできそ

う

１つ分×いくつ分
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８ 座席表

正面黒板

１ Ａ ４ Ａ ７ Ｃ ８ Ｂ １１ Ａ １４ Ｂ

筆算の手順を筋

道立てて説明で

きるようにする。

簡潔にホワイト

ボードにまとめ

させる。

筆算の手順を筋

道立てて説明で

きるようにする。

簡潔にホワイト

ボードにまとめ

させる。

筆算ができたら

説明できるよう

に、被乗数を位ご

とに分けさせる。

そのための位の

表を用意する。

複数の考えをノ

ートに書かせ、そ

の中で一番いい

方法を考えさせ

る。

２ Ｂ ５ Ｂ ９ Ｃ １２ Ｂ １５ Ａ

５の段の九九で

行った累加のカ

ードを用意し、同

じ累加の方法で

考えさせる。

複数の考えをノ

ートに書かせ、そ

の中で一番いい

方法を考えさせ

る。

３ Ａ ６ Ｂ １０ Ｂ １３ Ａ １６ Ｂ

筆算の手順を筋

道立てて説明で

きるようにする。

簡潔にホワイト

ボードにまとめ

させる。

複数の考えをノ

ートに書かせ、そ

の中で一番いい

方法を考えさせ

る。

２
年
生
黒
板


